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docker コマンドリスト 
 

●起動時の操作(Win10home Ver.) 

起動後、ﾃﾞｰﾀを作成したﾌｫﾙﾀﾞ(ﾎｰﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)まで(授業で

はphpﾌｫﾙﾀﾞ)に行かなければなりません。 

起動時のｶﾚﾝﾄﾌｫﾙﾀﾞは、c/program Files/docker 

Toolbox  になっています。 

ホームディレクトリに戻る   cd 

ﾎｰﾑﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの Php ﾌｫﾙﾀﾞに入る   cd  php 

上記２つのコマンドを一度に実行  cd  ~/php 

~は「チルダ」で、ホームディレクトリを表す。 

(面倒くさい戻り方の例  ../  を 2回で cﾄﾞﾗｲﾌﾞまで上り、

users/3d165(ﾕｰｻﾞｰﾌｫﾙﾀﾞ名)/php  ﾌｫﾙﾀﾞまでたどり着かせます。) 

ドッカーの起動  docker  start  php 

ﾃﾞｰﾀを保存したﾌｫﾙﾀﾞ(ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)で実行すること。「php」

はﾌｫﾙﾀﾞ名なので、作成ﾌｫﾙﾀﾞが違うのなら変更する。 

ドッカーの起動確認  docker  ps  –a 

 キチンと起動できたかを確認できます。 

起動が確認できれば、以降は、Visual Studio Codeで、ｻｲﾄ

の作成作業ができます。 

ブラウザで出来上がったサイトを確認 

192.168.99.100/{ファイル名}  

Win10proの場合は、local  host もしくは、127.0.0.1 

 

●docker を終了させる。 
コンテナからの場合 

(コンテナ内にいる場合のカーソル位置は、 

root@ad878e22b028:/var/www/html# ) 

exit でphpｺﾝﾃﾅから抜ける（脱出する）。 

docker stop php で、ﾄﾞｯｶｰを終了させます。 

Exit でｿﾌﾄｳｴｱを終了させます。 

コンテナに入っていない場合 

(ｺﾝﾃﾅに入っていない場合のカーソル位置は、$ のみ表示) 

docker stop php で、ﾄﾞｯｶｰを終了させます。 

exit でｿﾌﾄｳｴｱを終了させます。 

※Docker がフリーズすることがたまにあります。その

時は、終了させて再起動しましょう。 

 

●よく使うコマンド 
コンテナに入る docker  exec  –it  php  bash 

 phpはﾌｫﾙﾀﾞ名で、変更可能(-itは、ﾒｲﾝじゃなく横入りしま

すよという意味) 

注意！コンテナが起動中でないと入れません。 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺｰﾄﾞﾁｪｯｸ  php  –l  playdice.php 

-l(ﾊｲﾌﾝ・ｴﾙ)で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺｰﾄﾞﾁｪｯｸをします。どこがエ

ラーなのかも表示する。{ﾌｫﾙﾀﾞ名} –l {ﾌｧｲﾙ名} 

ファイルの実行表示   Php  –f  uranai.php 

  -f(ﾊｲﾌﾝｴﾌ)で、ファイルの実行結果を見ることができ

ます。{ﾌｫﾙﾀﾞ名} –f {ﾌｧｲﾙ名} 

●以前使ったコマンドを呼び出すときは、↑↓矢印 

キーを使います 

●入力支援は「tab」キー dicと途中まで入力し、「tab」

キーを押すと、dice_images.と補完してくれる。 

ドッカーの一覧表示  docker  ps  –a 

 -aは、停止中も起動しているのも全部見る、という意

味。-aなしだと、起動中のもののみ確認できる。 

カレントディレクトリの中身を表示  dir 

カレントディレクトリ位置を表示   pwd 

ドッカーイメージの一覧表示   docker  images 

コンテナ直下のファイルを一覧表示   ls 

ファイルの中身を見る  cat  index.html 

   index.htmlの中身を一覧表示します。Index.html

はﾌｧｲﾙ名なので変更可能。 

ドッカーのバージョン情報の確認  docker  -v 

作成フォルダのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を確認  php  –v 

phpはフォルダ名なので変更可能 

ディレクトリの変更  cd 

ディレクトリ(フォルダ)の作成   mkdir  php  

 phpというﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成します。Phpはﾌｧｲﾙ名なので

変更可能。 

ドッカーコンテナの停止  docker  stop  php 

  phpｺﾝﾃﾅを停止(phpはﾌｫﾙﾀﾞ名なので変更可能) 

ドッカーコンテナから抜ける   exit 

指定ファイルに文字を記入する。 

echo ‘iguchi’  >index.html  

   例:  index.htmlにiguchiを書き込むｺﾏﾝﾄﾞです。 

コンテナの削除   docker  rm  php 

  phpｺﾝﾃﾅの削除（削除するにはstopでｺﾝﾃﾅを停止し

てから実行します）phpはﾌｧｲﾙ名なので変更可能。 

※長いファイル名の場合、頭文字３つくらいで指定してもOKです。 

ドッカーイメージの削除  docker  rmi {ｲﾒｰｼﾞ ID} 

  ｲﾒｰｼﾞの削除 

 

●ドッカーをインストした時のコマンド一覧 

docker run hello-world  指定したdockerｲﾒｰｼﾞ（ここ

では hello-world）を実行します。ﾄﾞｯｶｰｺﾝﾃﾅが作成され、ｱﾌﾟ

ﾘｹｰｼｮﾝが実行されます。 

docker run -it ubuntu bash  ubuntuを実行、ﾄﾞｯｶｰｺ

ﾝﾃﾅのﾌｧｲﾙを操作できるようになります。 

docker login  docker hubという場所(作成したｺﾝﾃﾅをｱｯ

ﾌﾟﾛｰﾄﾞして公開・共有できるｻｰﾋﾞｽ。公式ﾚｼﾞｽﾄﾘｻｰﾊﾞ)にﾛｸﾞｲﾝ 

docker pull alpine  docker hubという場所から、alpine

というｲﾒｰｼﾞを取得する（引っ張ってくる）。 

docker create -it alpine  alpineというｺﾝﾃﾅの作成(-it

は、簡単に書くとｺﾝﾃﾅをすぐに終了させないためのおまじない

です。ですので絶対必要) 

docker start -a -i 4e4f57350a2d   

停止中のｺﾝﾃﾅを起動 

docker run –d –p 80:80 --name php –v 

“$(pwd) :/var/www/html”  php:7.2-apache 

   run と -v(ﾎﾞﾘｭｰﾑ。自分のPCの一部をﾏｳﾝﾄさせる)
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コンテナの生成・起動に関するコマンド 
$ docker run [オプション] [イメージ名:タグ名] [引数] 

オプション 説明 例 

--name コンテナ名を指定 docker run --name "test" centos 

-d バッググラウンド実行 docker run -d centos 

-it コンソールに結果を出力 docker run -it --name "test" centos /bin/cal 

-p host:cont ポートフォワーディング docker run -d -p 8080:80 httpd 

--add-host ホスト名とIPを指定 docker run -it --add-host=test.com:192.168.1.1 centos 

--dns DNSサーバを指定 docker run --dns=192.168.1.1 httpd 

--mac-address MACアドレスを指定 docker run -it --mac-address="92:d0..." centos 

--cpu-shares CPU配分 (全体で1024) docker run --cpu-shares=512 centos 

--memory メモリの上限 docker run --memory=512m centos 

-v ディレクトリの共有 docker run -v /c/Users/src:/var/www/html httpd 

-e 環境変数を設定 docker run -it -e foo=bar centos /bin/bash 

--env-file 環境変数リストから設定 docker run -it --env-file=env_list centos /bin/bash 

-w 作業ディレクトリを指定 docker run -it -w=/tmp/work centos /bin/bash 

 
稼働中のコンテナ操作に関するコマンド 

説明 コマンド 例(コンテナ ID=CID) 

コンテナ一覧 docker ps [オプション] docker ps 

コンテナ確認 docker stats コンテナID docker stats CID 

コンテナ起動 docker start [オプション] コンテナID docker start CID 

コンテナ停止 docker stop [オプション] コンテナID docker stop CID 

コンテナ再起動 docker restart [オプション] コンテナID docker restart CID 

コンテナ削除 docker rm [オプション] コンテナID docker rm CID 

コンテナ中断 docker pause コンテナID docker pause CID 

コンテナ再開 docker unpause コンテナID docker unpause CID 

コンテナ接続 docker attach コンテナID docker attach CID 

コンテナログ docker logs [オプション] コンテナID docker logs CID 

プロセス実行 
docker exec [オプション] コンテナID コマンド 
[引数] 

docker exec -it CID /bin/cal 
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説明 コマンド 例(コンテナ ID=CID) 

プロセス確認 docker top コンテナID docker top CID 

ポート確認 docker port コンテナID docker port CID 

コンテナ名変更 docker rename 現在名 新しいコンテナ名 docker rename now new 

イメージ差分 docker diff コンテナID docker diff CID 

ファイルコピー docker cp コンテナID:ファイル パス 
docker cp CID:/var/www/a.txt 

/Users/ryo/ 

イメージの作成 
docker commit [オプション] コンテナID イメージ

名[:タグ名] 
docker commit CID my_image:1.0 

イメージを.tarへ

出力 
docker export コンテナID docker export CID 

.tarからイメージ

作成 
docker import パスorURL - イメージ名[:タグ名] cat src.tar｜docker import - web:1.0 

イメージ保存 
docker save [オプション] 保存ファイル名 [イメー

ジ名] 
docker save -o src.tar web 

イメージロード docker load [オプション] docker load -i sec.tar 

補足 
・ コンテナIDはコンテナ名でも可 
・ docker psは稼働中のコンテナ一覧。 docker ps -aは停止中を含めた全コンテナ一覧 
【小技】 
# 古いコンテナを一括削除 
docker ps -a | grep 'weeks ago' | awk '{print $1}' | xargs docker rm 
# コンテナを一括削除 
docker rm `docker ps -a -q  ̀
 
イメージ操作に関するコマンド 

説明 コマンド 例(イメージ ID=IID) 

pull docker pull [オプション] イメージ名[:タグ] docker pull centos:7 

一覧 docker images [オプション] [リポジトリ名] docker images -a 

詳細 docker inspect [オプション] [イメージID] docker inspect IID 

検索 docker search [オプション] [キーワード] docker search nginx 

削除 docker rmi [オプション] イメージ名 docker rmi nginx 

ログ docker logs [オプション] イメージ名 docker logs nginx 

タグ変更 docker tag [イメージID] [リポジトリ名]:[タグ] docker tag IID hello-world:new_tag 

【小技】 
# イメージの一括削除 
docker rmi `docker images -q  ̀
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Docker Compose に関するコマンド 

説明 コマンド 例 

コンテナ生成・起

動 
docker-compose up [オプション] [サービス] docker-compose up -d 

生成コンテナ数 docker-compose scale [サービス=数] docker-compose scale web=10 

コンテナ一覧 docker-compose ps [オプション] docker-compose ps 

コンテナログ docker-compose logs [オプション] [サービス] docker-compose logs 

コマンド実行 
docker-compose run [オプション] [サービス] [コマ

ンド] 
docker-compose run web /bin/cal 

全コンテナ起動 docker-compose start [サービス] docker-compose start 

全コンテナ再起動 docker-compose restart [オプション] [サービス] docker-compose restart 

全コンテナ強制停

止 
docker-compose kill [オプション] [サービス] docker-compose kill 

全コンテナ削除 docker-compose rm [オプション] [サービス] docker-compose rm 

全コンテナをビル

ド 
docker-compose build [オプション] docker-compose build --no-cache 

 
DockerFile に関するコマンド 

説明 コマンド 例 

元となるイメージ FROM FROM name/web:ver1.0 

作成者 MAINTAINER MAINTAINER name 

環境変数 ENV ENV KEY=VALUE 

指定のコマンドの実行 RUN RUN yum -y install httpd 

イメージにファイル追加 ADD ADD index.html /var/www/html/index.html 

ポート番号を指定 EXPOSE EXPOSE 3306 

コンテナ起動時に実行するコマンド CMD CMD ["service","httpd","start"] 

カレントディレクトリを指定 WORKDIR WORKDIR /var/www/html 

ボリューム指定 VOLUME VOLUME /var/log/httpd 

¶ DockerFileは命令 オプション形式の行の羅列で構成される 
¶ #でコメント 
¶ Dockerfileはbuildサブコマンドでのビルド時に利用される 
¶ Dockerのビルドは、コマンド単位をステップとして実行する 

o 各ステップはコンテナのスナップショットをキャッシュする 
o Dockerfileを部分変更した場合は、その差分のみが実行される 
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Docker Hub に関するコマンド 

説明 コマンド 例 

ログイン docker login [オプション] [サーバー] docker login -u "name" -p "pass" 

ログアウト docker logout [サーバ名] docker logout 

アップロード docker push ユーザ名/イメージ名[:タグ名] docker push user/my_image:v1.0 

terminal 
# Dockerhubへログイン 
docker login -u "name" -p "pass" 
# カレントディレクトリのDockerfileからイメージを作成  
# docker build -t ユーザー名/イメージ名:タグ名 . 
docker build -t wmetaw/mylinux:1.0 . 
# Dockerhubへpush 
docker push wmetaw/mylinux:1.0 
Docker 本体の情報 

説明 コマンド 

バージョン確認 docker version 

実行環境確認 docker info 

Docker コンポーネント 
Dockerはコア機能を提供する「Docker Engine」を中心に「イメージの作成→公開→コンテナ実行」を行うた
めのコンポーネント（部品）が提供されています 
主なコンポーネントは次の通り 

 
Docker Engine（Docker のコア機能） 
Docker イメージの生成やコンテナの軌道などを行うためのコア機能 
Dockerコマンドの実行やDockerFileによるイメージの生成を行う 

 
Docker Machine（Docker 実行環境構築） 
VirtualBoxをはじめ、AWSや AZUREなどのクラウド環境などに Dockerの実行環境をコマンドで自動生成す
るツール 

 
Docker Compose（複数コンテナの一元管理） 
複数コンテナの構成情報をコードで定義して、コマンドを実行することでアプリケーションの実行環境を構成す
るコンテナ群を一元管理するためのツール 

 
Docker Swarm（クラスタ管理） 
Docker Swarmは複数のホストをクラスタ化するためのツール 
クラスタの管理やAPIの提供を行う役割が「Manager」、Dockerコンテナを実行する役割が「Node」という 

 
Docker Kitematic（Docker の GUI ツール） 
Dockerイメージの生成やコンテナの起動などを行うためのGUIツール 
グラフィカルなUIなので非エンジニアの方に最適 

 
Docker Registry（イメージの公開・共有） 
コンテナの元となるイメージを公開・共有する為のレジストリ機能 
Docker公式のレジストリサービスであるDocker Hubもこの機能を使用している 

 
Docker Hub（Docker 公式のレジストリ） 
CentOS・nginxなどの公式イメージはこのレジストリから取得する 
publicなので多くのユーザーによる自作のイメージが公開されている 

https://hub.docker.com/
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コマンドのリファレンスはこちら 
https://paiza.hatenablog.com/entry/docker_intro 
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/docker/ 
 

Docker とは 

Docker は、Linux のコンテナ技術を使
ったもので、よく仮想マシンと比較さ
れます。VirtualBox などの仮想マシン
では、ホストマシン上でハイパーバイ
ザを利用しゲスト OSを動かし、その
上でミドルウェアなどを動かします。
それに対し、コンテナはホ
ストマシンのカーネルを利
用し、プロセスやユーザな
どを隔離することで、あた
かも別のマシンが動いてい
るかのように動かすことが
できます。そのため、軽量
で高速に起動、停止などが可能です。 

また、Docker はミドルウェアのインストールや各種環境設定をコード化して管理します。 

これは Infrastracture as Code(IaC) と呼ばれていて、ソフトウェア開発で実施されてきた構成管
理や自動化などを、サーバーの各種設定やミドルウェアのインストールなどにも適用したものです。 

これらにより、以下のような利点が生まれます。 

1.  コード化されたファイルを共有することで、どこでも誰でも同じ環境が作れる。 
2.  作成した環境を配布しやすい。 
3.  スクラップ＆ビルドが容易にできる。 

Dockerの構成(5つの要素) 
Dockerでは、大きく５つの重要な要素があり、図のような関連があります。 

 

https://paiza.hatenablog.com/entry/docker_intro
https://docs.docker.com/engine/reference/commandline/docker/
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Docker 
とりあえずこの記事を読んで作業するには、どうやって実現されているかは置いておいて、「CPUやメモリのオ
ーバーヘッドが少ない、超軽量な仮想マシンを作って動かせるもの」と理解しておけばオッケー。 
ただし 仮想マシンの OS には Linux しか利用できません 。 
ホスト 
Docker を動かしている環境のことです。あなたがこの記事の内容を試すために使っている自分の PC であり、
その上で動いている macOS や Windows などのことですね。 
コンテナ 
Dockerイメージから作られ、実行される仮想環境です。１つの Linux 仮想マシンと思っておけばいいです。 
 
Docker イメージ 
コンテナのファイルシステム、設定をひとまとめに保存しています。同じイメージを使えば、同じ Linux ディ
ストリビューションで同じアプリケーションがインストールされた全く同じ環境を複製することができます。 
「OS丸ごとディスク全体をバックアップしたもの」と思ってください。 
 
Docker サーバ 
Docker本体ともいえる、コンテナ・イメージの管理を行うサービスです。 
Docker クライアント 
ユーザが実際に Dockerを操作すル時に使うコマンド、GUIツールです。Dockerを利用する周辺ツールも含ま
れます。 
Docker Hub(レジストリ) 
Dockerイメージを集めたサイトです。OS、アプリケーションのイメージが多く公開されており、誰でも自由に
利用できます。ここからイメージを取得して、それをベースに改造する形を取るのが一般的な利用方法になりま
す。 
取得可能なイメージは https://hub.docker.com/explore/  (Explore Official Repositories) で検索できます 
 

Docker の特徴 
Dockerは、Linux上のシンプルで軽量な仮想環境(コンテナ)で以下の特徴があります。 
 
早い・軽い 
OSレベルの仮想化なので、起動は一瞬です。コンテナ間でイメージを共有できるので、コンテナの起動自体で
はディスクは消費しません。 
 
Docker イメージ、Docker Hub 
コンテナで利用するファイル・設定はDockerイメージとして、保存・再利用できます。 Docker Hubでは、多
くのイメージ(30万以上)が公開されています。 
 
設定の明示、ビルド自動化 
Dockerfile等の設定ファイルを利用し、設定をコードとして明示的に記述することで、ミスを防ぎ変更を容易に
します。 
 
アプリケーション指向 
アプリケーションのビルド・実行・デプロイを簡単・便利に行う、ことを主な目的としています。 
 
柔軟・自由 
個々のツールは独立しており、様々な用途で利用することができます。最近では、コンポーネント化を更に進め
ています。(runC, swarmkitなど) 
 
充実したエコシステム 
アーキテクチャがしっかりしており、API・ドキュメントが整備されていることから、周辺ツールなどのエコシ
ステムが充実しています。 
 
充実した純正ツール 
クラスタ(Docker Swarm)・クラウド(Docker Cloud)・レジストリ(Docker Hub)・インストーラ(Docker 
Toolbox, Docker for Mac)・GUIツール(Kitematic)などの純正ツールが充実していることから、互換性などに
わずらわされず利用できます。 

https://hub.docker.com/explore/
https://hub.docker.com/explore/
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ドッカー利用の流れ 
必ずしも毎回この通りじゃないけど、大雑把に利用の流れを掴むために以下の順に解説します。 
 
１．Docker Hub のイメージを検索 (search) 
２．Docker Hub から使いたいイメージを取得する (pull) 
３．イメージからコンテナを生成して起動 (run) 
４．コンテナ内でコマンド実行 (exec) 
５．コンテナを停止 (stop) 
６．コンテナをイメージ化 (commit) 
７．いらなくなったらコンテナを削除 (rm) 
８．いらなくなったらイメージを削除 (rmi) 
 
その他に以下のコマンドもよく利用します。 
 
取得済みイメージ一覧 (images) 
実行中コンテナ一覧 (ps) 
停止中も含めた全てのコンテナ一覧 (ps -a) 
停止中のコンテナを起動 (start) 
ホストとコンテナ間でのファイルコピー (cp) 
※ run は 生成して起動 だということに注意。色々作業して改変した後の状態で起動したいなら、 
・start を使う 
・commit してイメージ化したものから run 
のどちらかを使います。 
今はよく分からなくても、これから手を動かして作業しながら理解していきましょう。 
 
また Docker Hub のアカウントを持っていると、自分の作成したイメージを Docker Hub に push すること
もできます。 
 
チュートリアル 
nginx のイメージを利用して Web サーバーを立ててみます。 
 
イメージを取得する 
公式が提供している nginx イメージ（何らかの Linux ディストリビューションをベースにして nginx が動作
する設定にしてあるもの）があるのでそれを利用しましょう。 
search コマンドで Docker Hub にあるイメージを検索してみると・・・ 
$ docker search nginx 

NAME                                                   DESCRIPTION                                    STARS      OFFICIAL        AUTOMATED 

nginx                                                  Official build of Nginx.                               7722          [OK] 

jwilder/nginx-proxy                                    Automated Nginx reverse proxy for docker con…     1233                             [OK] 

richarvey/nginx-php-fpm                                Container running Nginx + PHP-FPM capable of…    500                              [OK] 

jrcs/letsencrypt-nginx-proxy-companion                 LetsEncrypt container to use with nginx as p…       288                              [OK] 

kong                                                   Open-source Microservice & API Management la…    150           [OK] 

webdevops/php-nginx                                    Nginx with PHP-FPM                                94                              [OK] 

（略） 

一番上にある Official build of nginx というのを使います。名前は nginx です。 
なお search の使い方は http://www.memotansu.jp/2017/01/docker/771/ (docker searchコマンドの使
い方（実例付）) が参考になります。 
 
イメージを Docker Hub から取得してみます。 
$ docker pull nginx 
 
取得済みイメージの一覧は以下で確認できます。 
$ docker images 
REPOSITORY          TAG                 IMAGE ID            CREATED             SIZE 
nginx               latest              3f8a4339aadd        2 weeks ago         108MB 
 

http://www.memotansu.jp/2017/01/docker/771/


 9 / 14 

 

コンテナを生成して起動する 
nginx のログを出力する nginx/log ディレクトリをホスト側に作成しておきましょう。 
$ mkdir -p nginx/log 
 
生成と起動を一度に行う run コマンドを利用します。 
$ docker run -d -p 80:80 -v $(pwd)/nginx/log:/var/log/nginx --name webserver nginx 
 
-d はバックグラウンド実行することを指定しています。コマンド実行後にコンテナIDが表示されます。 
-d を付け忘れて実行するとコマンド入力が行えなくなります。その場合は慌てずに別ターミナルを立ち上げて
作業しましょう。後述するコンテナの停止を行えば元のターミナルもまた入力できるようになります。 
 
-p 80:80 はホスト側の80番ポートをコンテナ側の80番ポートに転送するように指定しています。 
-p 8080:80 と指定すれば http://localhost:8080 でアクセスできるようになります。 
 
-v $(pwd)/nginx/log:/var/log/nginx はホストのディレクトリ($(pwd)/nginx/log)をコンテナのディ
レクトリ(/var/log/nginx)としてマウントします。 
ホスト側のディレクトリも絶対パスで指定する 必要があります。 
$(pwd)の部分はカレントディレクトリに置き換えられます（これは Unix シェルの機能です）。 
このような -v でマウントするものを ボリューム と言います。v は volume の頭文字です。 
 
--name webserver は生成するコンテナに名前をつけます。名前をつけずにコンテナIDを利用することもで
きますが、指定するのが面倒なので名前をつけた方が作業しやすいです。 
最後に指定している nginx が生成に利用するイメージの名前です。 
 
本当は最後（イメージ名の後）に実行するコマンドを指定する のですが、nginx のイメージはデフォルトで 
nginx を起動するコマンドが実行されるようになっているため必要ありません。 
 
右図に概念図を示します。 
（カレントディレクトリが /Users/myname/Documents と仮定してい
ます）。 
 
これでホスト側でブラウザを立ち上げて 
 
http://localhost/ 
 
にアクセスすれば、"Welcome to nginx!" のページが表示されるはずです。 
 
nginx はアクセスログを /var/log/nginx/access.log に出力する設
定になっています。 
ホスト側の ~/nginx/log をコンテナ側の /var/log/nginx にマウン
トしましたので、以下でアクセスログを確認できます。 
$ cat nginx/log/access.log 
 
Docker ではコンテナを毎回削除するような使い方が好まれます（run の時に指定した内容は後から変更できな
いし・・・）。 
コンテナを削除すると起動後に作成されたコンテナ内のファイルは消えてしまう （PC捨てたらバックアップ取
っとかない限り搭載されてる HDDの内容ごと捨てられるのは当たり前ですよね？）ので、データの保存場所は 
-v で別に指定しておくのがよくやる使い方になります。 
ホスト側のディレクトリをマウントしてもいいし、名前付きボリュームを指定する方法もありますがそれは後述。 
 
コンテナ内で作業する 
このコンテナのコマンドラインで作業してみましょう。 
$ docker exec -it webserver /bin/bash 
root@1f99d8d3072d:/# 
exec は指定したコンテナで指定したコマンドを実行します。 
-it はコンテナ側のコマンドの入出力を手元のターミナルに接続します。 
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webserver がコンテナの名前です。 
/bin/bash が実行するコマンドです。 
 
root でログインした状態でコマンドプロンプトが表示されます。 
 
apt コマンドが使えるので nginx イメージは debian 系みたいですね。 
Docker は CPU とメモリのオーバーヘッドは小さいけれど、ディスクサイズは増えるので、目的のプロセスを
動作させるのに最低限のシステムにするのが好ましいです。最近は Alpine Linux がよく使われます。 
Alpine Linux ベースだと bash が入っていなかったりするので、その場合は /bin/sh を指定 します。 
 
これで設定ファイルを変更したりといった様々な作業を行うことができます。 
 
exec で接続した場合は、exit してもコンテナは起動したまま になります。 
え？当たり前じゃんって思いますか？ ところが run の時にシェルを実行して exit した場合は、コンテナは停
止します。 
root@1f99d8d3072d:/# exit 
 
実行中のコンテナ一覧を表示すると、ちゃんと実行されているのが確認できます。 
$ docker ps 
CONTAINER ID        IMAGE               COMMAND                  CREATED             STATUS              PORTS                NAMES 

1f99d8d3072d        nginx               "nginx -g 'daemon of…"   17 minutes ago      Up 17 minutes       0.0.0.0:80->80/tcp   webserver 

-it は手元のシェルに入出力を繋ぐために指定していますが、単に何かコマンドを実行するだけで結果表示すら
いらないなら指定しなくてもいいです。 
 
$ docker exec webserver ls /etc/nginx 
conf.d 
fastcgi_params 
koi-utf 
koi-win 
mime.types 
modules 
nginx.conf 
scgi_params 
uwsgi_params 
win-utf 
 
docker cp を使ってホスト側にファイルをコピーしてみましょう。 
 
$ docker cp webserver:/etc/nginx/nginx.conf . 
webserver:/etc/nginx/nginx.conf が「どのコンテナの」「どのファイルか」を指定しています。 
その後にホスト側のどこにコピーするかを指定します。上記では . でカレントディレクトリを指定してます。 
 
コンテナを停止する 
停止するには stop を使います。シャットダウンして電源を切ると思ってもらえればいいかと。 
$ docker stop webserver 
 
ps で実行中のコンテナを確認してみると、表示されなくなっています。 
 
$ docker ps 
CONTAINER ID        IMAGE               COMMAND             CREATED             STATUS              PORTS               NAMES 

ps -a で停止中のものも含めて全て表示すれば見つかります。 
 
$ docker ps -a 
CONTAINER ID        IMAGE               COMMAND                  CREATED             STATUS                      PORTS               NAMES 

1f99d8d3072d        nginx               "nginx -g 'daemon of…"   44 minutes ago      Exited (0) 20 seconds ago                       webserver 
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コンテナをイメージ化 
何か色々設定した後のものをイメージ化するには commit コマンドを使います。 
 
イメージの命名規則は以下です。 
<Docker Hub のユーザ名>/イメージ名:[タグ名] 
タグ名は自分が分かりやすい名前を付ければいいです。公開されているものは大抵はバージョン番号になってい
ます。 
今回は Docker Hub に push しないので、ユーザー名は省略します。 
なお一応コンテナを停止していなくても作成できます。 
$ docker commit webserver webserver:0.0 
 
イメージが作成されたか確認してみましょう。 
 
$ docker images 
REPOSITORY          TAG                 IMAGE ID            CREATED             SIZE 
webserver           0.0                 943dcf35eaf4        7 seconds ago       108MB 
nginx               latest              3f8a4339aadd        2 weeks ago         108MB 
注意点としては -v で指定したボリュームは commit でのイメージ化の対象外 になります。 
ボリュームは外付けハードディスクやネットワークドライブ的なもので、commit は内臓ハードディスクしか
バックアップしないと考えると分かりやすいかと思います。 
 
コンテナを起動する 
run を実行してしまうと新しくコンテナを作成してしまいます。 
停止している既存のコンテナを起動するには start を使います。 
$ docker start webserver 
実行中のコンテナを確認してみましょう。ちゃんと起動していますね。 
$ docker ps 
CONTAINER ID        IMAGE               COMMAND                  CREATED             STATUS              PORTS                NAMES 

1f99d8d3072d        nginx               "nginx -g 'daemon of…"   2 hours ago         Up 4 seconds        0.0.0.0:80->80/tcp   webserver 

 
コンテナを削除する 
起動しているコンテナを停止します（シャットダウン）。 
停止しないでいきなり削除もできますが・・・。 
$ docker stop webserver 
 
コンテナを削除します（マシンを廃棄）。 
$ docker rm webserver 
 
全てのコンテナを表示して削除されたか確認してみます。 
$ docker ps -a 
CONTAINER ID        IMAGE               COMMAND             CREATED             STATUS              PORTS               NAMES 

 
イメージを削除する 
いらなくなったイメージを削除してみましょう。 
コンテナの削除が rm に対してイメージの削除は rmi を利用します。混同しやすいので注意してください。 
タグを省略すると latest 指定と同じになります。 
$ docker rmi webserver:0.0 
$ docker rmi nginx 
削除されたか確認してみます。 
$ docker images 
REPOSITORY          TAG                 IMAGE ID            CREATED             SIZE 
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おまけ 
privileged モード 
CentoOS でサーバーと同じ開発環境を整えようとして躓いたので previleged モードについて書いておきます。 
 
systemd を利用するディストリビューションでは、privileged モードを指定して run しないと sytemctl コ
マンドが実行できません。 
 
参考: https://qiita.com/muddydixon/items/d2982ab0846002bf3ea8  (Docker privileged オプションに
ついて) 
 
参考: https://qiita.com/setouchi/items/6bfa116fc5a266856177 (Dockerで立ち上げた CentOSで
systemctlを使うとFailed to get D-Bus connection: Operation not permittedと出る) 
 
また centos のイメージからコンテナを作った場合、/sbin/init を実行すると普通に起動したのと同じような
感じに扱えます。 
（nginx イメージは nginx を起動するコマンドが実行されるように設定されているため、コマンドを指定する
必要はありませんでした） 
 
$ docker run -d --name mycentos --privileged centos /sbin/init 
この記事では「軽量な Linux 仮想マシン」として扱う想定ですので、このような使い方を紹介しておきます。 
続編の記事で解説しますが、実際には Docker の文化（利点を活かした使い方）では、１つのコンテナで１つ
のアプリケーションしか実行しないため、systemd を使わずに（nginx イメージのように）直接目的のサービ
スを実行する設定にするのが普通です。 
 
名前付きボリューム 
run の時に -v で指定するものを ボリューム と呼ぶと前述しました。 
ホスト側のディレクトリと同期する方法が良く用いられますが、Docker が管理する 名前付きボリューム を使
う方法もあります。 
 
$ docker run -d -p 80:80 -v webserver_log:/var/log/nginx --name webserver nginx 
これで webserver_log という名前付きボリュームがコンテナ側の /var/log/nginx にマウントされ、そこ
にログが出力されます。 
 
名前付きボリュームはコンテナを削除しても残ります。 
仮想外付けハードディスクと思ってもらえばいいです。ただしコンテナ作成時にしか接続できないので「リムー
バブル」じゃないですけど。 
 
右図に名前付きボリュームも加えた Docker の概念図を示
します。 
 
名前付きボリュームの一覧は 
$ docker volume ls 
DRIVER              VOLUME NAME 
local               webserver_log 
で見ることができます。 
 
削除するのは以下で。 
$ docker volume rm webserver_log 
 
実は今までのコマンドは省略形？ 
docker --help で用意されているコマンドをみると、
Management Commands というのがあります。 
 
$ docker --help 
（略） 
Management Commands: 

https://qiita.com/muddydixon/items/d2982ab0846002bf3ea8
https://qiita.com/setouchi/items/6bfa116fc5a266856177
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  checkpoint  Manage checkpoints 
  config      Manage Docker configs 
  container   Manage containers 
  image       Manage images 
  network     Manage networks 
  node        Manage Swarm nodes 
  plugin      Manage plugins 
  secret      Manage Docker secrets 
  service     Manage services 
  swarm       Manage Swarm 
  system      Manage Docker 
  trust       Manage trust on Docker images 
  volume      Manage volumes 
 
Commands: 
  attach      Attach local standard input, output, and error streams to a running container 
  build       Build an image from a Dockerfile 
  commit      Create a new image from a container's changes 
  cp          Copy files/folders between a container and the local filesystem 
（略） 
実は既に docker volume ls や docker volume rm で Management Commands は利用しています。 
 
自分は基本的に Commands: に記載されているコマンドを使って作業していますが（楽なので）、もっと複雑
なことをやる人や、どんなコマンドがあるのか --help をつけて確認する場合は、これらの Management 
Commands を使うと良いのではないでしょうか。 
https://docs.docker.com/get-started/ Docker 本家の Get Started でも Management Commands を使
って解説されています。 

Commands 利用 Management Commands 利用 

docker pull docker image pull 

docker images docker image ls 

docker rmi docker image rm 

docker ps docker container ls 

docker ps -a docker container ls --all 

docker rm docker container rm 

docker commit docker container commit 

docker run docker container run 

docker start docker container start 

docker stop docker container stop 

このように「何に対する操作なのか」が体系的にまとまっていて、コマンド入力は面倒ですが分かりやすいです。 
docker image --help で表示してみると、イメージに対する操作コマンドは以下があるようです。 
使ってないイメージを削除してくれる prune とか便利そうです。 
 
$ docker image --help 
 
Usage:  docker image COMMAND 

https://docs.docker.com/get-started/
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Manage images 
 
Options: 
 
Commands: 
  build       Build an image from a Dockerfile 
  history     Show the history of an image 
  import      Import the contents from a tarball to create a filesystem image 
  inspect     Display detailed information on one or more images 
  load        Load an image from a tar archive or STDIN 
  ls          List images 
  prune       Remove unused images 
  pull        Pull an image or a repository from a registry 
  push        Push an image or a repository to a registry 
  rm          Remove one or more images 
  save        Save one or more images to a tar archive (streamed to STDOUT by default) 
  tag         Create a tag TARGET_IMAGE that refers to SOURCE_IMAGE 
 
Run 'docker image COMMAND --help' for more information on a command. 
 
 


